
　
◆
４
月
27
日
（
水
）

～
８
月
22
日
（
月
）

　
国
立
新
美
術
館

企
画
展
示

室
１
Ｅ
（
東
京
都
港
区
六
本
木

７
―
22
―
２
）
　
℡
０
３
―
５

７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
１
６
０
０
円
　
大
学
生

１
２
０
０
円
　
高
校
生
８
０
０

円
　
中
学
生
以
下
無
料
　
毎
週

火
曜
日
休
館
（
た
だ
し
、
5
/

3
お
よ
び
8
/
16
は
開
館
）

　
本
展
の
目
玉
と
な
る
の
は
、

印
象
派
時
代
の
最
高
傑
作
《

ム
ー
ラ
ン
・
ド
・
ラ
・
ギ
ャ
レ
ッ

ト
の
舞
踏
会
》
が
日
本
初
公
開

さ
れ
、
迫
力
あ
る
サ
イ
ズ
で
展

示
さ
れ
、
自
然
に
足
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。
　

　
そ
の
ほ
か
に
《
田
舎
の
ダ
ン

ス
》
と
《
都
会
の
ダ
ン
ス
》
が

45
年
ぶ
り
に
揃
っ
て
来
日
し
、

見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
オ
ル
セ
ー
美

術
館
・
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術

館
の
所
蔵
す
る
も
の
で
、
約
１

０
０
点
を
超
え
る
絵
画
や
彫

刻
、
デ
ッ
サ
ン
な
ど
数
々
の
作

品
か
ら
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
全
貌
に

迫
っ
て
い
る
。

　
写
実
的
な
初
期
作
品
か
ら
、

薔
薇
色
の
裸
婦
を
描
い
た
晩
年

の
大
作
ま
で
、
全
10
章
を
通
し

て
紹
介
し
て
い
る
。

　
１
章
　
印
象
派
へ
向
か
っ
て

　
２
章

「
私
は
人
物
画
家
だ
」

：

肖
像
画
の
制
作

　
３
章

「
風
景
画
家
の
手
技

（
メ
チ
エ
）
」

　
４
章
　
“
現
代
生
活
”
を
描

く

　
５
章

「
絵
の
労
働
者
」
：

ル
ノ
ワ
ー
ル
の
デ
ッ
サ
ン

　
６
章
　
子
ど
も
た
ち

　
７
章

「
花
の
絵
の
よ
う
に

美
し
い
」

　
８
章

《
ピ
ア
ノ
を
弾
く
少

女
た
ち
》
の
周
辺

　
９
章
　
身
近
な
人
た
ち
の
絵

と
肖
像
画

　
10
章
　
裸
婦
、
「
芸
術
に
不

可
欠
な
形
式
の
ひ
と
つ
」
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オルセー美術館・オランジュリー美術館所蔵

ルノワール展
国立新美術館　企画展示室1Ｅ

次
号
は

　
５
月
12
日
発
行

メ
モ

本
展
監
修
者
シ
ル
ヴ
ィ
・
パ
ト
リ
さ
ん

　
世
界
で
も
有
数
の
ル
ノ

ワ
ー
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
誇
る
オ
ル
セ
ー
ル
美
術

館
と
オ
ラ
ン
ジ
ュ
ー
ル
美

術
館
。本
展
は
、両
美
術

館
が
所
蔵
す
る
約
１
０
０

点
を
超
え
る
絵
画
や
彫
刻

、デ
ッ
サ
ン
、パ
ス
テ
ル

を
展
示
し
、全
貌
に
迫
る

注
目
の
展
覧
会
。

音声ガイドナビゲーター大空祐飛さん

《ムーラン・ド・ラ・ギャレット舞踏会》前

おもしろ体験博物館
　 江戸民具街道
神奈川県足柄上郡中井町久所418
　開館時間：10：00～17：00
　　　休館日：月曜日
　問い合わせ：0465－81－5339

　
■
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静

岡
県
熱
海
市
桃
山
町
26
―

２
）
　
電
話
０
５
５
７
）

（
８
４
）
２
５
１
１
　
一

般
１
６
０
０
、
高
大
生
８

０
０
円
、
中
学
生
以
下
無

料
、
65
歳
以
上
１
２
０
０

円
木
曜
日
休
（
祝
日
は
開

館
）

　
Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
下
車
／
バ

ス
４
番
の
り
ば
Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
行
８
分
　

熱
海
湾
を
一
望
で

き
、眺
望
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
美
術
館

　
■
諸
橋
近
代
美
術

館

（
福
島
県
耶
麻
郡
北
塩
原

村
大
字
桧
原
字
剣
ヶ
峰
１

０
９
３
番
23
）
　
一
般
・

大
学
生
９
５
０
円
、
高
校

生
５
０
０
円
、
小
・
中
学

２
０
０
円
生
＊
毎
週
土
曜

日
、
小
・
中
学
生
は
無
料

　
電
話
０
２
４
１（
３
７
）

１
０
８
８

版
画
で
み
る
20
世

紀
展
　
ピ
カ
ソ
か

ら
ウ
ォ
ー
ホ
ル
ま

で
　
開
催
中
！



　
◆
４
月
23

日

（
土
）
～
６
月
５

日
（
日
）

　
横
浜
美
術
館
（
横
浜
市
西
区

み
な
と
み
ら
い
３
―
４
―
１
）

　
℡
０
４
５
―
２
２
１
―
０
３

０
０
　
一
般
１
３
０
０
円
　
大

学
・
高
校
生
７
０
０
円
　
中
学

生
４
０
０
円
　
65
歳
以
上
１
２

０
０
円
　
木
曜
日
、
５
月
６
日

休
館
（
た
だ
し
５
月
５
日
開
館
）

　
◆
４
月
16

日

（
土
）
～
６
月
26

日
（
日
）

　
東
郷
青
児
記
念
損
保
ジ
ャ
パ

ン
日
本
興
亜
美
術
館
（
新
宿
区

西
新
宿
１
―
26
―
１
損
保
ジ
ャ

パ
ン
に
本
稿
あ
本
社
ビ
ル
42

階
）
　
℡
０
３
―
５
７
７
７
―

８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
１
２
０
０
円
　
大
学
・

高
校
生
８
０
０
円
　
65
歳
以
上

１
０
０
０
円
　
中
学
生
以
下
無

料
　
月
曜
日
休
館
　

　
本
展
は
ロ
マ
ン
派
や
バ
ル
ビ

ゾ
ン
派
に
は
じ
ま
り
、
印
象
派

を
経
て
フ
ォ
ー
ヴ

ま
で
、
「
樹
木
」

が
風
景
画
の
展
開

に
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
を
展

覧
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と

す
る
国
内
外
の
美
術
館
、
個
人

所
蔵
作
品
か
ら
樹
木
に
対
す
る

画
家
た
ち
の
想
い
が
込
め
ら
れ

た
約
１
１
０
点
で
変
遷
。

　
81
年
の
生
涯
の
ほ
ぼ
半
分
を

異
国
で
過
ご
し
た
画
家
、
藤
田

嗣
治
。
そ
の
芸
術
は
、
東
西
の

文
化
の
対
立
と
融
合
の
上
に
見

事
に
花
開
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　
一
方
で
そ
の
人
生
は
、
二
つ

の
世
界
の
間
で
常
に
引
き
裂
か

れ
、
つ
い
に
は
祖
国
と
の
決
別

と
い
う
哀
し
い
選
択
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。

　
本
展
で
は
、
藤
田
の
人
生
と

芸
術
の
根
幹
に
あ
る
、
東
西
の

対
立
と
融
合
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
全
貌
を
改
め
て
検
証
し
て

い
る
。

　
近
年
遺
族
よ

り
ラ
ン
ス
市
に

寄
贈
さ
れ
た
多

数
の
未
公
開
作

品
を
は
じ
め
、

国
内
外
の
美
術
館
や
個
人
所
蔵

家
か
ら
出
品
さ
れ
る
代
表
作
、

約
１
５
０
点
に
よ
っ
て
、
そ
の

芸
術
と
生
涯
に
新
た
な
光
を
当

て
て
い
る
。
　

　
名
古
屋
展
後
は
７
月
16
日
～

９
月
22
日
　
兵
庫
県
立
美
術

館
、
10
月
１
日
～
12
月
11
日
府

中
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
。

４
月
29
日
（
金
・

祝
）
～
７
月
３
日

（
日
）

　
名
古
屋
市
美
術
館
（
名
古
屋

市
中
区
栄
二
丁
目
17
番
25
号
）

　
T
E
L
０
５
２

―
２
１
２
―
０
０

０
１
　
一
般
１
４

０
０
円
　
高
大
生

９
０
０
円
　
中
学

生
以
下
無
料
　
月

曜
日
休
館
（
5
月

2
日
は
除
く
）
　

　
本
展
は
、
写
真
印
刷
や
映
像

な
ど
の
「
複
製
技
術
」
が
高
度

に
発
達
・
普
及
し
、
誰
も
が
複

製
を
通
し
て
美
術
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
次
代
に
、
ピ
カ
ソ

を
は
じ
め
20
世
紀
の
欧
米
を
中

心
と
す
る
美
術
家
た
ち
が
、
ど

の
よ
う
な
芸
術
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
っ
て
作
品
を
つ
く
っ
て
い
っ

た
の
か
を
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
横
浜
美

術
館
の
所
蔵
品
に
よ
っ
て
検
証

す
る
も
の
。
　

　
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
と
横
浜
美

術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
共
演

と
な
り
、
双
方
に
共
通
す
る
代

表
的
作
品
を
中
心
に
、
版
画
、

写
真
、
書
籍
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
作
品
を
合
わ
せ
た
約
４
０

０
点
を
５
つ
の
章
立
て
で
紹
介

し
、
複
製
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
浸

透
す
る
現
代
の
先
駆
け
と
な
っ

た
時
代
の
美
術
家
た
ち
の
挑
戦

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
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メ
モ

メ
モ

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

複
製
技
術
と
美
術
家
た
ち

複
製
技
術
と
美
術
家
た
ち

複
製
技
術
と
美
術
家
た
ち

複
製
技
術
と
美
術
家
た
ち

複
製
技
術
と
美
術
家
た
ち

複
製
技
術
と
美
術
家
た
ち

複
製
技
術
と
美
術
家
た
ち

複
製
技
術
と
美
術
家
た
ち

複
製
技
術
と
美
術
家
た
ち

横浜美術館

ピ
カ
ソ
か
ら
ウ
ォ
ー
ホ
ル
ま
で

メ
モ

フ
ラ
ン
ス
の
風
景

樹
を
め
ぐ
る
物
語

生
誕
１
３
０
年
記
念

藤
田
嗣
治
展

東
と
西
を
結
ぶ
絵
画

　
■
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
（
千
葉
県
佐
倉
市
城
内

町
１
１
７
）
　
電
話
０
３

（
５
７
７
７
）
８
６
０
０

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
一
般

４
２
０
円
、
高
校
・
大
学

生
２
５
０
円
、
中
学
生
以

下
は
無
料
　
月
曜
日
休
館

　 日
本
の
歴
史
・
文
化
の

流
れ
の
中
か
ら
論
点
を

絞
っ
た
テ
ー
マ
を
選
ん

で
で
の
展
示

　
■
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介

美
術
館
（
静
岡
市
駿
河
区

登
呂
５
の
10
の
５
）
　
電

話
０
５
４
（
２
８
２
）
５

５
２
２
　
一
般
４
１
０
円

高
大
生
２
５
０
円
、
月
曜

日
休
館
　

着
物
、帯
、の
れ
ん
、

屏
風
、額
絵
、絵
本

等
多
岐
に
わ
た
る

　
■
北
九
州
市
立
小
倉
城

庭
園
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
城
内
１
の
２
）
　
電
話

０
９
３
（
５
８
２
）
２
７

４
７
　
会
期
中
無
休
　

庭
園
ゾ
ー
ン
、書
院

ゾ
ー
ン
、体
験
ゾ
ー

ン
、展
示
ゾ
ー
ン



　
◆
４
月
12

日

（
火
）
～
５
月
22

日
（
日
）

　
京
都
国
立
博
物
館

平
成
知

新
館
（
京
都
市
東
山
区
茶
屋
町

５
２
７
）
　
℡
０
７
５
―
５
２

５
―
２
４
７
３
（
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
）
　
一
般
１
５
０
０

円
　
大
学
生
１
２
０
０
円
　
高

校
生
９
０
０
円
　
中
学
生
以
下

無
料
　
月
曜
日
休
館
　

　
◆
４
月
12

日

（
火
）
～
６
月
26

日
（
日
）

　
三
井
記
念
美
術
館
（
東
京
都

中
央
区
日
本
橋
室
町
２
―
１
―

１
三
井
本
館
７
階
）
　
℡
０
３

―
５
７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
１
３
０
０
円
　
大
学

生
・
高
校
生
８
０
０
円
　
中
学

生
以
下
無
料
　
月
曜
日
休
館

（
た
だ
し
、
5
/
2
は
開
館
）

　
北
大
路
魯
山
人
（
１
８
８
３

～
１
９
５
９
）
は
若
く
し
て
書

家
を
志
し
、
ま
た
篆
刻
家
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
た
が
、
一
般

に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
陶

芸
家
と
し
て
魯
山
人
だ
っ
た
。

　
古
陶
芸
を
熟
知
し
、
ま
た
美

食
家
を
自
任
し
た
魯
山
人
の
作

陶
の
中
心
は
和
食
器
を
手
が
け

た
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
こ
と
に
昭
和
２
年
、
北
鎌
倉

に
開
窯
し
た
星
岡
窯
で
は
、
30

数
年
に
お
よ
ん
で
魯
山
人
の
創

意
が
色
濃
く
示
さ
れ
た
器
が
量

産
さ
れ
、
度
々
開
催
さ
れ
た
作

陶
展
な
ど
で
世
に
紹
介
さ
れ
て

き
た
。

　
本
展
は
陶
磁
器
と
と
も
に
書

や
絵
画
、
漆
器
な
ど
、
魯
山
人

が
手
掛
け
た
独
創
的
な
世
界
を

広
く
紹
介
し
た
貴
重
な
展
覧
会

と
な
っ
て
い
る
。
　

　
本
展
は
、
臨
済
義
玄
の
没
後

１
１
５
０
年
、
さ
ら
に
日
本
に

お
け
る
臨
済
宗
中
興
の
祖
で
あ

る
白
隠
慧
鶴
（
は
く
い
ん
え
か

く
）（
１
６
８
６
～
１
７
６
８
）

の
没
後
２
５
０
年
の
遠
諱
を
記

念
し
て
開
催
。
臨
済
・
黄
檗
両

宗
15
派
の
全
面
的
な
協
力
の
も

と
、
禅
僧
の
肖
像
画
や
仏
像
、

書
画
、
工
芸
な
ど
を
一
堂
に
集

め
、
国
宝
19
件
、
重
要
文
化
財

１
０
３
件
を
含
む
２
２
６
件
の

名
宝
の
数
々
で
展
観
。
禅
の
真

髄
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な

る
。

　
見
ど
こ
ろ
は

　
１
、
禅
宗
の
成
立

　
２
、
臨
済
禅
の
導
入
と
展
開

　
３
、
戦
国
武
将
と
近
世
の
高

僧

　
４
、
禅
の
仏
た
ち

　
５
、
禅
文
化
の
広
が
り
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臨済禅師1150年
白隠禅師250年遠韓記念

見て感じる禅問答

特別展 ユネスコ無形文化遺産登録記念

北大路魯山人の美

和食の天才

メ
モ

メ
モ

禅
の
真
髄
に
触
れ

　
る
貴
重
な
機
会

独
創
的
な
世
界
を

　
　
　
広
く
紹
介



　
◆
４
月
22
日
（
金
）

～
５
月
24
日
（
火
）

　
東
京
都
美
術
館
　
企
画
展
示

室
（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園

８
―
36
）
　
℡
０
３
―
５
７
７

７
―
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
　
一
般
１
６
０
０
円

　
大
学
生
・
専
門
学
校
生
１
３

０
０
円
　
高
校
生
８
０
０
円
　

65
歳
以
上
１
０
０
０
円
　
中
学

生
以
下
無
料
　
４
／
25
、
５
／

９
日
休
館

　
現
在
開
催
中
の
「
若
冲
展
」

は
連
日
多
く
の
美
術
関
係
者
が

押
し
寄
せ
る
貴
重
な
展
覧
会
と

な
っ
て
い
る
。
　

　
伊
藤
若
冲
（
１
７
１
６
～
１

８
０
０
）
は
、
18
世
紀
の
京
都

で
大
活
躍
し
た
著
名
な
画
家
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
繊
細
な
描
写
技
法
に
よ
っ
て

動
植
物
を
美
し
く
鮮
や
か
に
描

く
一
方
で
、
即
興
的
な
筆
遣
い

と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
現
に
よ
る

水
墨
画
を
数
多
く
手
が
け
て
き

た
。
85
歳
で
没
す
る
ま
で
精
力

的
に
制
作
を
続
け
た
。

　
本
展
で
は
、
若
冲
の
生
誕
３

０
０
年
を

記

念

し

て
、
初
期

か
ら
晩
年

ま
で
の
代

表
作
約
80

点
が
展
示

さ
れ
て
い

る
。

　
若
冲
が

京
都
・
相

国
寺
に
寄

進

し

た

「
釈
迦
三

尊
像
」
３

幅
と
「
動
植
綵
絵
」
30
幅
が
、

東
京
・
上
野
で
一
堂
に
会
す
る

の
は
初
め
て
と
な
る
。
近
年
多

く
の
人
に
愛
さ
れ
、
日
本
美
術

の
中
で
も
き
ら
星
の
ご
と
く
輝

き
を
増
す
若
冲
の
生
涯
と
画
業

に
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
若
冲
は
京

都
の
青
物
問
屋
の

長
男
と
し
て
生
ま

れ
、
生

活
は
極

め
て
裕

福
だ
っ

た
よ
う

だ
。
23

歳
の
時

に
家
業

を
継
ぐ

が
、
40

歳
の
時

に
次
弟

に
家
督

を
譲
り

画
業
に

専
念
す
る
。
仏
の
教

え
を
尊
び
、
そ
の
一

方
で
描
く
こ
と
を
愉

し
ん
で
、
晩
年
ま
で

作
品
を
描
き
続
け

た
。
身
近
に
存
在
す

る
画
題
を
じ
っ
く
り

と
観
察
し
、
精
緻
な

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
生
命

力
あ
ふ
れ
た
表
現
は

い
つ
の
時
代
も
多
く

の
人
を
惹
き
つ
け
や

ま
な
か
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
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特

集

特

集

ひと月限りの、この世の楽園　生誕300年記念

「若 冲 展」「若 冲 展」
東京初、「釈迦三尊像」、「動植綵絵」全幅を一堂に！

メ
モ

　
京
都
で
活
躍
し
た
伊

藤
若
冲
の
「
若
冲
展
」

が
、初
期
か
ら
晩
年
ま

で
の
代
表
作
約
80
点
が

上
野
に
集
結
し
大
人
気

と
な
っ
て
い
る
。そ
れ

も
ひ
と
月
限
り
と
あ
っ

て
美
術
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
は
、絶
対
に
見
逃
せ

な
い
展
覧
会
。

若
冲
の

　
　
画
業
に
迫
る

伊
藤
若
冲

と
は
…



　
●
東
京
国
立
博
物
館
平
成
館

　
「
生
誕
15
0
１
５
０
年

黒

田
清
輝

日
本
近
代
絵
画
の
巨

匠
」
　
５
月
15
日
ま
で
　
℡
０

３
―
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般

１
６
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
　

「
安
田
靫
彦
展
」
　
５
月
15
日

ま
で
　
℡
０
３
―
５
７
７
７
―

８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
１
４
０
０
円
　
月
曜
日

休
館

　
●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工

芸
館
　
「
芹
沢
銈
介
の
い
ろ
は

―
金
子
量
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　
５
月
８
日
ま
で
　
℡
０
３
―

５
７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般
５
５

０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術

館
　
「
芸
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

春
の
名
品
展
」
　
５
月
８
日

ま
で
　
℡
０
３
―
５
７
７
７
―

８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
４
３
０
円
　
月
曜
日
休

館　
●
東
京
都
現
代
美
術
館
　

「
ス
タ
ジ
オ
設
立
30
周
年
記
念

ピ
ク
サ
ー
展
」
　
５
月
29
日

ま
で
　
℡
０
３
―
５
７
７
７
―

８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
１
５
０
０
円
　
月
曜
日

休
館

　
●
三
菱
一
号
館
美
術
館
　

「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

オ
ー
ト
ク
チ

ュ
ー
ル
世
界
に
一
つ
だ
け
の

服
」
　
℡
０
３
―
５
７
７
７
―

８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
１
７
０
０
円
　
月
曜
日

休
館

　
●
山
種
美
術
館
　
「
奥
村
土

牛

画
業
ひ
と
す
じ
１
０
０
年

の
あ
ゆ
み
」
　
５
月
22
日
ま
で

　
℡
０
３
―
５
７
７
７
―
８
６

０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
１
２
０
０
円
　
月
曜
日

休
館

　
●
出
光
美
術
館
　
「
美
の
祝

典
Ⅰ

や
ま
と
絵
の
四
季

℡

０
３
―
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般

１
０
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
泉
屋
博
古
館
分
館
　
「
バ

ロ
ン
住
友
春
翠

邸
宅
美
術
館

の
夢
」
　
５
月
８
日
ま
で
　
℡

０
３
―
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般

８
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
原
美
術
館
　
「
ハ
ラ
ド
キ

ュ
メ
ン
ツ
10

佐
藤
雅
晴

東

京
尾
行
」
　
５
月
８
日
ま
で
　

℡
０
３
―
３
４
４
５
―
０
６
５

１
　
一
般
１
１
０
０
円
　
月
曜

日
休
館

　
●
五
島
美
術
館
　
「
春
の
優

品
展

恋
歌
び
筆
の
あ
と
」

　
５
月
８
日
ま
で
　
℡
０
３
―

５
７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般
１
０

０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
日
本
科
学
未
来
館
　
「
Ｇ

Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｏ
Ｎ

ゲ
ー
ム
っ
て

な
ん
で
お
も
し
ろ
い
？
」
　
５

月
30
日
ま
で
　
℡
０
３
―
３
５

７
０
―
９
１
５
１
　
一
般
１
５

０
０
円
　
火
曜
日
休
館

　
●
武
蔵
野
市
立
吉
祥
寺
美
術

館
　「
萩
尾
望
都
Ｓ
Ｆ
原
画
展
」

　
５
月
29
日
ま
で
　
℡
０
４
２

２
―
２
２
―
０
３
８
５
　
一
般

１
０
０
円
　
無
休

　
●
町
田
市
立
博
物
館
　
「
中

国
陶
磁
う
つ
く
し
」
　
５
月
８

日
ま
で
　
℡
０
４
２
―
７
２
６

―
１
５
３
１
　
一
般
３
０
０
円

　
月
曜
日
休
館

　
●
府
中
市
美
術
館
　
「
フ
ァ

ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

江
戸
絵
画

の
夢
と
空
想
」
　
５
月
８
日
ま

で
　
℡
０
３
―
５
７
７
７
―
８

６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
一
般
７
０
０
円
　
月
曜
日
休

館　
●
千
葉
市
美
術
館
　
「
生
誕

１
４
０
年

吉
田
博
展
」
　
５

月
22
日
ま
で
　
℡
０
４
３
―
２

２
１
―
２
３
１
１
　
一
般
１
２

０
０
円
　
4
/
25
休
館

　
●
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　

「
万
年
筆
の
生
活
誌

筆
記
の

近
代
」
　
５
月
８
日
ま
で
　
℡

０
３
―
５
７
７
７
―
８
６
０
０

（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般

８
３
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
　

「
ジ
ャ
ッ
ク
＝
ア
ン
リ
・
ラ
ル

テ
ィ
ー
ク
」
　
５
月
22
日
ま
で

　
℡
０
４
８
―
８
２
４
―
０
１

１
１
　
一
般
１
１
０
０
円

　
月
曜
日
休
館

　
●
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の

博
物
館
　
「
蔵
出
し
資
料

館

有
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
優
品
」
　

５
月
８
日
ま
で
　
℡
０
４
８
―

６
４
５
―
８
１
７
１
　
一
般
４

０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
笠
間
日
動
美
術
館
　
「
鴨

居
玲

死
を
見
つ
め
る
男
」
　

５
月
29
日
ま
で
　
℡
０
２
９
６

―
７
２
―
２
１
６
０
　
一
般
１

０
０
０
円
　
月
曜
日
休
館

　
●
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

　
「
よ
ろ
い
を
ま
と
っ
た
生
き

も
の
た
ち
」
　
５
月
15
日
ま
で

　
℡
０
２
７
４
―
６
０
―
１
２

０
０
　
一
般
６
１
０
円
　
月
曜

日
休
館

　
●
遠
山
記
念
館
　
「
大
観
の

桜
・
春
草
の
つ
つ
じ

春
を
楽

し
む
」
　
５
月
８
日
ま
で
　
℡

０
４
９
―
２
９
７
―
０
０
０
７

　
一
般
７
０
０
円
　
月
曜
日
休

館　
●
ア
ー
ツ
前
橋
　
「
田
中
青

坪

永
遠
の
う
た
を
添
え
て
」

　
５
月
17
日
ま
で
　
℡
０
２
７

―
２
３
０
―
１
１
４
４
　
一
般

５
０
０
円
　
水
曜
日
休
館

　
●
山
梨
県
立
博
物
館
　
「
武

田
二
十
四
時
」
　
５
月
23
日
ま

で
　
℡
０
５
５
―
２
６
１
―
２

６
３
１
　
一
般
１
０
０
０
円
　

火
曜
日
休
館

　
＝
お
出
か
け
前
に
は
再
度
ご

確
認
下
さ
い
＝

　
●
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館

　
「
１
０
０
年
目
に
出
会
う

夏
目
漱
石
」
　
５
月
22
日
ま
で

　
℡
０
４
５
―
６
２
２
―
６
６

６
６
　
一
般
７
０
０
円
　
月
曜

日
休
館

　
●
静
岡
市
美
術
館
　
「
没
後

20
年

ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
展
」

　
５
月
29
日
ま
で
　
℡
０
５
４

―
２
７
３
―
１
５
１
５
　
一
般

１
０
０
０
円
　
月
曜
日
休
館
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２
０
１
６
年
５
月
30
日
ま
で
の
主
な
展
覧
会
情
報

美
術
館
・
博
物
館
ガ
イ
ド

東
京
都
内

東
京
郊
外

関
東
北
部

関
東
南
部

　
■
箱
根
ラ
リ
ッ
ク
美
術

館
（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡

箱
根
町
仙
石
原
１
８
６
番

１
）
　
電
話
０
４
６
０（
８

４
）
２
２
５
５
　
一
般
１

５
０
０
円
、
大
学
生
・
高

校
生
・
シ
ニ
ア
（
65
歳
以

上
）
１
３
０
０
円
、
中
学

生
・
小
学
生
８
０
０
円
年

中
無
休
　

ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク

の
生
涯
と
出
会
う

　
■
江
戸
民
具
街
道
（
神

奈
川
県
足
柄
上
郡
中
井
町

久
所
４
１
８
）
　
電
話
０

４
６
５
（
８
１
）
５
３
３

９
　
月
曜
日
休
館
　

か
ら
く
り
人
形
な
関

係
資
料
多
数
展
示
中

　
■
箱
根
写
真
美
術

館

（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱

根
町
強
羅
１
３
０
０
―
４

３
２
）
　
電
話
０
４
６
０

（
８
２
）
２
７
１
７
　
火

曜
日
休
館
　
毎
週
土
曜
日

は
夕
方
５
時
ま
で
営
業
　

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す

箱
根
の
景
観
と
自

慢
の
ス
ゥ
イ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す



　
Ｖ
ｉ
ｓ
ｖ
ａ
－
Ｂ

ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
大
学

イ
ン
ド
哲
学
を
専
攻

し
た
稲
野
は
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ン
ド
の
廃
墟

を
い
わ
ば
「
無
」
の
心
境
で
写

し
取
る
。

　
「
人
間
と
い
う
生
き
物
」
の

そ
の
安
寧
に
つ
い
て
思
う
折
り

そ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る

よ
う
で
あ
る
心
に
浸
透
す
る
作

品
で
あ
る
。

　
展
示
作
品
数
15
点
。

　
今
年
の
１
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
、
九

州
国
立
博
物
館
と
東

京
国
立
博
物
館
（
表

慶
館
）
で
、巡
回
開
催

さ
れ
る

特
別
展
「
黄
金
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
－
守
り
ぬ
か
れ

た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
秘
宝
－
」

で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
立

博
物
館
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
、

美
し
い
古
代
の
黄
金
製
品
が
紹

介
さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
同
展
で
は
、
平
山
郁
夫
が
提

唱
し
、
日
本
で「
文

化
財
難
民
」
と
し

て
保
護
さ
れ

た

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
流
出
文
化

財
」
（
全
１
０
２
件
の
う
ち
15

件
）
も
特
別
出
品
さ
れ
、
こ
れ

を
機
に
「
流
出
文
化
財
」
が
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
に
返

還

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
平
山
郁
夫
の
遺
志

を
継
ぎ
、
「
流
出
文
化
財
」
を

一
部
保
管
し
て
き
た
平
山
郁
夫

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術

館
（
山

梨
県
北
杜
市
）
で
も
、
こ
れ
に

あ
わ
せ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

お
け
る
平
山
郁
夫
の
軌
跡
を
た

ど
る
緊
急
企

画
を
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
山
郁
夫
が
１
９
６
８
年
に

は
じ
め
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を

訪
問
し
た
と
き
の
貴
重

な
ス

ケ
ッ
チ
記
録
や
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン

の
大
石
仏
が
破
壊
さ
れ
た
直
後

に
描
い
た
《
バ
ー
ミ
ヤ

ン
大
石
仏
を
偲
ぶ
》（
２

０
０
１
年
）
、
荒
廃
し

た
同
地
を
再
訪
し
た
と

き
の
記
録
映
像
な
ど
と

も
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
復
興
支
援
と
文
化

財
保
護
活
動
を
展
開
し

画
家
の
足
跡
を
た
ど

る
。
　

　
◆
５
月
11

日

（
水
）
～
５
月
22

日
（
土
）

　
ミ
ウ
ラ
・
ア
ー
ツ
（
東
京
都

中
央
区
銀
座
８
―
12
―
６
）
　

℡
＆
f
a
x
０
３
―
３
５
４
１

―
１
３
２
７
　
営
業
時
間
：
12

：
00
～
19
：
00
　
日
曜
日
休
廊

　
◆
近
頃
は
、
海
外
の
美
術
館
・

博
物
館
か
ら
の
メ
ー
ル
が
届
く

よ
う
に
な
り
、
編
集
部
は
”
感

謝
”
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
と
く
に
本
紙
は
ネ
ッ
ト
で

無
料
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に

加
え
、
世
界
中
の
誰
し
も
が
自

由
に
ア
ク
セ
ス
し
て
頂
け
る
こ

に
「
日
本
語
は
難
し
く
分
か
ら

な
い
で
す
が
、
紙
面
全
体
を
見

る
だ
け
で
自
由
に
発
想
で
き
る

の
で
、
ネ
ッ
ト
上
に
出
た
と
き

は
楽
し
み
で
す
…
」
と
か
「
逆

英
語
版
も
制
作
し
て
欲
し
い
で

す
」
と
か
励
ま
し
の

メ
ー
ル
が
担
当
す
る

者
と
し
て
う
れ
し
い

限
り
で
す
。

　
◆
国
内
で
も
、
全

国
の
美
術
館
・
博
物

館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か

ら
の
メ
ー
ル
案
内
が

日
増
し
に
増
加
し

て
、
「
本
紙
の
ガ
イ

ド
版
」
的
役
目
が
理
解
さ
れ
は

じ
め
た
の
か
と
思
う
と
編
集
者

冥
利
に
尽
き
ま
す
。
当
然
一
般

読
者
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
が
、

い
か
に
美
術
に
対
す
る
関
心
が

高
い
か
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
”
気
取
ら
ず
、

い
つ
も
の
よ
う
に
ガ
イ
ド
版
に

徹
し
た
紙
面
構
成
を
続
け
た
い

”
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
愛
読
頂
け
る
よ
う
邁
進
し
て

い
く
決
意
で
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

　
　
　
　
　
　
＝
Ｙ
・
Ｏ
＝

　
◆
３
月
12
日（
土
）

～
６
月
21
日
（
火
）

　
公
益
財
団
法
人

平
山
郁
夫

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
（

山

梨
県
北
杜
市
長
坂
町
小
荒
間
２

０
０
０
―
６
）
℡
０
５
５
１
―

３
２
―
０
２
２
５
　
一
般
１
２

０
０
円
　
高
大
生
８
０
０
円
　

中
学
生
以
下
無
料
　
無
休

　
◆
ア
ク
セ
ス
　
Ｊ
Ｒ
小
海
線

「
甲
斐
小
泉
」
駅
す
ぐ
前
、
Ｊ

Ｒ
中
央
本
線
「
小
淵
沢
」
駅
よ

り
タ
ク
シ
ー
10
分
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稲
野
圭
介
写
真
展

稲
野
圭
介
写
真
展

ミ
ウ
ラ
・
ア
ー
ツ

緊
急
企
画

流
出
文
化
財
返
還
記
念

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

　
　
　
　
と
平
山
郁
夫

平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館

平
山
郁
夫
の

遺
志
を
継
ぐ

メ
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メ
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